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行事報告 

ダム好学の夜「with Dam Night 2026」のweb開催報告  

「ダムオデッセイ: 2026年ダム探求の旅」  レアタイプダム編  

川崎秀明 1  

 

「 with Dam☆ Night（ダム好学の夜）」は、 2010年にダム工学会 20周年記念事

業として開始して以降、当学会と一般 市民を結ぶ活性化の重要な役割を担って

おり、現在、全国各地区開催の当学会恒例の行事に発展して います。東京開催

分はコロナで 2年休止後の 2021年から「 Dam Odyssey（ダム探求の旅）」と題し

てテーマを設けた Web方式に変更し、今年で 再開後６回目となります 。  

2026年 7月 24日に開催の今回は、形状が複雑で 現在は造られてい ませんが、

技術的な価値が高く国内・海外ともに人気が高い「中空重力式、マルチプルア

ーチを含むバットレス系のダム」を取り上げました。これらは決して過去の遺

物ではなく、将来のために後世に伝えるべき 貴重なレアタイプダム です。  

 

1.  2021～ 2025 年の実施状況  

ダム好学の夜とはwith Dam Nightの原点となる「ダ

ム好き学びの夜」であり、2021年再開以降の個別別称

「ダムオデッセイ：〇〇年ダム探求の旅」は、「Space 

Odyssey:2001年宇宙の旅」へのオマージュである。  

全面web放映の新シリーズ以降は、下記のように開

催している。内容的に専門的かつ硬派のテーマが並

ぶが、少し高度なダム好きと若手技術者のための教

養講座という側面が多くある。 

(1) 2021年7月9日、テーマ「ダム再生工事」 

前半にダム愛好家の夜話を２題、後半 2hr にゼネコ

ン４社の事例紹介と質疑を展開した。盛り沢山の話

題に時間が不足するほどであった。  

(2) 2022年7月22日、テーマ「ゲート」 

前半にダム愛好家と専門家によるゲート夜話２題、

後半 2hr でゲートメーカー４社の事例紹介と質疑を

展開した。ゲートについては知られていないことが

多いため、大いに勉強になったという声が多かった。 

(3) 2023年7月14日、テーマ「導流・減勢」 

前半に水理設計に関する講義と後半にダム別の問

答編とした。豪快な放流に魅せられてダムファンに

なった人が多いが、放流と減勢について理解しても

らうために、専門用語集を用意した。  

(4) 2024年7月12日、テーマ「最強の治水ダム」 

人気ダム愛好家二人の５コマ対決として、１コマ

の両者対決が終わるたびに視聴者全体が参加する投

票方式を採用した。洪水調節を容易に知る格好の材

料となることから、教材利用の要望もあった。部分的

に英訳版も作成し国際会議で披露した。  

(5) 2025年7月25日、テーマ「フィルダム」 

フィルダムは、国内既設ダム数の大半を占めなが

ら、最近は台形CSGダム等に圧されて建設数が激減

している。そこで技術危機感をもって古今東西の

様々なフィルダムに遡り、夜話４題と時代貢献度の

高い15フィルダム群ベスト投票を展開した。  

2.  With Dam Night 2026 の実施内容  

今年のテーマは、「レアタイプダム」としたが、国

内海外ともに絶滅危惧型式化している一方で、構造

と出処に謎が多い「バットレスダム、中空重力式ダム、

マルチプルアーチダム」が対象である。これらは、20

世紀以降に設計理論をもって普及し、日本でも約 25

ダムが建設されたが、施工の複雑さ故に現在では建

設されていない。レアタイプダムには他に、重力式ダ

ム系のプレストレストダム、フィルダム系の変わり

種、鋼製ダム等があるが、今回は技術共通性があるバ

ットレス系に対象を絞っている。  
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今回対象のレアタイプダムについては、資材不足

の時代の産物であり、資材充足の現在、今後建設する

ことは無いので、もう学ぶ必要がないという意見が

あるが、ダム技術の多様性や技術伝承を考えるとそ

うでもない。即ち、未来の技術進展につなげるために

過去の技術を振り返ることが必要であり、AI 化・ロ

ボット化、新素材登場、材料費高騰の時代になれば、

いつレアタイプダムの出番が来るかは判らない。  

(1) 広報用チラシ 

図 1 は事前広報用のチラシであるが、オモテ面は

基本事項とレアタイプ６ダムの写真を載せて、ウラ

面には当日構成を載せている。プログラムは、山口ダ

ム工学会長の挨拶から始まり、夜雀さんからの「日本

の希少型式ダム」、筆者からの「世界のレアタイプダ

ム」、中部電力の佐藤さんからの「中空重力ダム」、中

国電力の渡辺さんからの「バットレス式ダム」であり、

前半と後半の終了前に各々意見交換コーナーを設け

て視聴者からの Chat を歓迎することにした。両電力

会社はレアタイプダム保有する代表的な企業である

が、建設時の古い資料や実際の管理面での様々な話

をして頂くように講演を依頼し、快諾を頂いた。  

(2) 事前配信資料 

過去にも 2023 年導流減勢のように、専門用語の参

加者への事前配信の例はあるが、今回は「レアタイプ

ダム（バットレスダム、中空重力式ダム、マルチプル

アーチダム）」の分類・全体構成、世界における年代

別・国別の建設数と特色、日本の建設数と内訳、本場

イタリアの状況、20 世紀前半のダム設計家等の資料

を本番視聴用 URL とともに視聴者に事前配信した。 

事前配信資料は、筆者の夜話用だが、ダム技術者で

もほぼ知らない世界であるので、筆者夜話の前後に

確認するとより理解が増すと思われる。   

 

図 1 with Dam Night 2026 の事前配布チラシのオモテ面とウラ面 

  日時 ：2026年7月24日（金） 18:00～20:45 

 

「 
 

今回のレアタイプ（希少型式）ダムとは、重力式やアーチ式ではない「中空

重力式、バットレス式、多連アーチ、複合」等の純コンクリートダムです。 

これらの不思議な構造と意味深長な経緯が明らかになって、知れば知る

ほど面白くなるフォルムを愛
め

で合うひとときです。 

下記のレアタイプダムのダム名は何でしょう！（答えは裏面へ）      写真 川崎秀明 

  

  

  

内容は学会ホームページ（http://www.jsde.jp/index.html）でご確認ください。 

人数制限のweb講演方式ですので早めに事前登録して下さい。 

申込期間：6/24（水）～ 7/22（水）  定員400名になり次第締切らせていただきます 

申込方法（事前登録）： お手数ながら、下記申込フォームからお申し込み下さい。 

 https://forms.gle/YhERbsCvJMtBjp788 （ダム工学会ホームページからも入れます） 

主催/ダム工学会 後援/日本ダム協会、建設コンサルタンツ協会、ダム工事総括管理技術者会

Web開催  一般参加行事（無料） 

ダム工学会 with Dam★Night  2026  

2026 年 ダムオデッセイ（ダム探求の旅） 

「レアタイプダムの不思議」 
 

b.中空重力
式、セル型 

c.バットレス式、アンバーセン型 

a.多連アーチ式、傾斜型 

e.アーチ・バットレス式、複合型 

f.バットレス式
、連続型 

d.中空重力式、密閉型 
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3.  開会の挨拶  ダム工学会会長   

最初に山口嘉一ダム工学会会長（ダム技術センタ

ー・ダム技術研究監）からダム工学会の意義・活動

とイベント等の活性化への取り組み等についてお話

し頂いた。 

4.  プログラム及びフィルダムの紹介   

司会の磯部さんから番組構成を説明頂くとともに、

講演者４人と、コメンテーターのみつはしさんと尾

山さんの紹介が為された（図 3）。  

5.  夜話１「日本の希少型式ダム、全踏破へ

の道」  夜雀講師  

夜雀講師からは、まず米国西部のバットレス系ダ

ムの超格好良い姿の紹介があり、国内バットレス 6 ダ

ムと中空重力式 13 ダムの踏破に伴う話が語られた。 

特に、国交省以外の中空重力式の内部はなかなか

見られないだけにそれらの写真は感動の圧巻だった。  

 

 

図 2 会長挨拶の画面  

 

図 3 番組のプログラム構成 

 

 

 

 

 

図 4 夜雀講師による国内レアタイプダム踏破への道 

出典：米国

大ダム会議

USCOLD 

中空重力式ダム(Hollow Gravity)：国内

13 ダムの踏破 写真：夜雀 

アンバーセン型バットレス国内６ダムの踏破 写真：夜雀 

中空重力式ダムの内部 写真：夜雀  
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6.  夜話２「世界のレアタイプダム、人気の

秘密」  講師エンジニアスカワサキ  

筆者（川崎）から、まずは約 50 分の講演について

10 分間ほど以下の目次構成を説明した。  

① レアタイプダム（希少型式ダム）の分類 

② 国別の希少型式ダムの保有数とダム設計家たち 

③ バットレス式コンクリートダム 

a. 重力型バットレスダム（古代ローマ～近世） 

b. アンバーセン型(Ambursen)：20世紀初頭から

米国で流行 

c. ノルウェー型：戦後のノルウェーやフランス 

d. 連続型（Contiguous)：天才ネッツリ発案

で、セメンツァやコインの設計したダム 

④ 中空重力式コンクリート(Hollow Gravity)ダム 

e. 密閉型(All covered)：上流直立のダム、日

本の中空重力ダム 

f. 半密閉型： マルチェロの開発したセル型、

イタイプダム 

⑤ マルチプルアーチ式コンクリートダム 

g. 直立型(Vertical)：インド・アルミニラダム 

h. 傾斜型(Sloped)： グレノダム、豊稔池ダム 

i. ドーム型(Dome)：ネッツリの提案によるクー

リッジダム、カナダ・ポルトガルのダム 

その後、バットレス式、中空重力式、マルチプルア

ーチと実ダムの図・写真を示しながら技術特徴と経

緯を語った。バットレスの素性と相関性を語るため

最低必要な分量とはいえ 70 枚ほどになったが、視聴

者には chat で結構良い評価をして頂いた。   

 

  

  

  

図 5 筆者による世界のレアタイプダム、人気の秘密の講演から その１ 
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図 6 筆者による世界のレアタイプダム、人気の秘密の講演から その２ 
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【休憩タイム及び動画放映】 

 司会の磯部さんから、休憩を 19:28 まで 10 分

ほど取ることを告げ、尾山さん作成の美しいデモ

動画を放映した。視聴者からダム名の質問が有っ

たりして結構盛り上がった。  

7.  夜話３「中空重力式ダム、よも山語り」  

中部電力・佐藤正俊講師  

佐藤講師から、中空重力式ダムである井川ダム、畑

薙第 1、第 2 ダム、高根第 2 ダムについて、建設時の

設計に関する貴重な資料や最新の安全性検証等につ

いて語られた。今回提示された資料は中空重力の謎

を知るのに大変判りやすく、井川の扶壁一枚壁と畑

薙以降の２枚壁、マルチェロ来日談も面白かった。  

8.  夜話４「バットレス式ダム、よも山語

り」  中国電力・渡辺健一講師  

渡辺講師から中国電力管内のアンバーセン型バッ

トレスダムである恩原ダムと三滝ダムについて、現

状、維持補修等について語られた。現場の苦労話から、

バットレスダムの維持管理の大変さが良く分かった。

プラムライン設置や漏水量計測方法などの質問がい

くつかあったが、可能な限りの計測が実施されてお

り、十分な維持管理体制下、適切に管理されている。

普段は堤体真下に近寄ることができないため、何と

かダム直下流に近づき遮水壁背面の不思議な構造を

覗いてみたいという意見が多くあった。   

 

図 7 動画における笹流ダム・補強後のバットレス部 

 

 

図 8 佐藤講師による中空重力式ダムの講演から その１ 

 

 

 
図 9 佐藤講師による中空重力式ダムの講演から その２ 

迫力ある岩盤露

出面に床版不要

論が沸騰  
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9.   夜話５「レアダムトークショー」  

トークショーは視聴者各位のChatの問いに出演者

が応じる形で、20:50まで30分ほど和気藹々に実施さ

れた。主な質問と回答は下記のものであった。  

① 中空重力式の底はコンクリートで床版を敷く必要

はないのでは？ →床版は重機移動のためかもと

したが、後日工事誌から、堤体滑動への対応、岩

盤の風化防止、グラウト効果の向上、水圧鉄管布

設等のために床版で被覆したことを確認した。 

② マルチェロは井川ダムを見て怒ったのでは？→当

時の状況は判らないが、中部電力は次の畑薙第

１、第２ダムでは扶壁に2枚壁を採用した。 

③ 畑薙第一ダムの天端は幻の中央道のために9.7mに

拡げたとのことだが、耐久上の工夫やその片鱗を

垣間見えるものは？ →特に無いが、保安上から

歩道を設置した。天端高欄内設置の外灯が多い。 

④ 畑薙第一ダムの天端右岸の円形の謎のモニュメン

トの意味は？ →工事誌には越流部に見られる曲

面のような女性的な優美さを頂部関係の付帯構造

物の設計概念として取り入れた旨の記載がある。 

⑤ 中休みの動画のフィルダムの名前は？→香川用水

調整池（宝山湖）らしい。 

⑥ バットレスは山奥が多いが身近に行きやすいダム

は？ →函館の笹流ダムと思われる。 

⑦ 行ってみたいダムは？ →仏のロズランとか。南

米のイタイプは絶対行きたい。マルチェロの設計

法を知るならば諸塚ダム。北海道では金山と笹流

ダム。横山ダムは事前申し込みで中空内を見れる

（森と湖に親しむ旬間はもっと容易）。 

⑧ レアタイプダムの現在に語るものは？ →アンバ

ーセン型のような薄い構造でも新素材があれば復

活するかも。施工の面倒な中空重力もAI時代にお

いて施工可能となるかもしれない。 

⑨ 井川ダムで上下流面の勾配を1:0.55と等しくして

いるのは何故？ →上流面勾配は水重を載せるた

めに緩いほど有利だが、無鉄筋の丸頭の施工は勾

配が緩いほど難しくなる。下流面勾配は扶壁の長

さと太さで決まるので自由度があるが、上流面勾

配と揃えるのはマルチェロの設計思想である。 

10.  おわりに  

本シリーズは技術教材としても好評を頂いている

ことから、今回も編集後の動画を公開して、教材化を

進める計画である。一方、Web視聴の事前申込数は114

件とこのところ低調である等、放映上の課題はある。

特に、夕方６時からの時間帯は現役が参加しづらい

との声が多いため、15時～18時の勤務時間帯に移し

て技術情報的に視聴頂く案も考えられる。  

最後に、視聴者のご参加、出演者と実施スタッフの

ご協力に対して心からお礼申し上げたい。 

 

 

 

 

 

図 10 渡辺講師によるバットレス式ダムの講演から 

恩原ダム  

三滝ダム  

物部長穂

博士直筆

の古い設

計資料  

常時微動

計測によ

る健全性

調査 

夜雀女史から是非との訪問希

望があった奥津発電所懸崖水

槽も中国電力が管理する。 

1933 年完成 
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